
一彗
、̈

．ヽ

写
図
別
　
祭
器
Ｍ
１６
出
ｌｌ
状
況
と
Ｌ
器

Ｌ
ゝ

力

“

だ



写
図
３‐
　
祭
器
Ｍ
ｌ７
出
土
状
況
と
十
器

砂の中に埋まっている

107





写
図
３３
　
祭
器
ｍ
２０
出
土
状
況
と
十
器

109



写
図
３４
　
祭
器
ｍ
２２
出
土
状
況
と
土
器

110



写
図
３５
　
Ｐ
２４
出
■
■
器

P2F



写
図
３６
　
石
製
模
造
品
田
　
―

勾
玉

・
鏡

ｏ
管
Ｉ

・
ガ
ラ
ス
玉

・
角
玉

―



●●●●
●‐ o爆

● ●●●鶴●●
嚇麒 ●●●●○
●●角●●●●●

0金

●

▼

▼
「

▼▼▼

■ぬ豊町 ● B
II,

ま,|‐



写
図
３８
　
石
製
模
造
品
０

||IIItlll■
.を、:``‐ tl、

''3フ

(。

担

鷺

冬

暉

2. サ‖  火田



写
図
３９
　
須
恵
器

・
灰
釉
陶
器

4蠅
1.須恵器

榊

輻 莉



写
図
４０
　
天
目
茶
碗
出
土
状
況

H6

嵐毅●奪



P騨

写
図
４‐
　
に日
磁

・
山
茶
碗

・
占
瀬
戸

事
・

・，
ヽ

117



写
図
４２
　
縄
文
時
代
前
期

・
中
期
初
頭
土
器
片

聯
‐51

‐
‐‐‐‐‐‐‐          1甕

闘 薔 111卜   

● iL

118



写
図
４３
　
弥
生
時
代
中
期
土
器
片

．＼
・
■
．Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
´
＾
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
・　
　
　
　
　
　
・

H9



=
卜 1

マ ェ

貯図導 量緊当熙誕T(雪足目1(計 )

120



こ
嘔
彗
軽
量

貯図寄 彙緊当日薫欄十Kf―10∃型



一ゞ
　
ヽ

，

■

一

,■ |

‐ |い
ノ

・

`ザ
■

■|=ポ  .

=:t.Iぞ

:′遷 11

⑬
一

一Ｘ
一

ヽ
一 翌讐・平菫[C ttSJ



写
1又 |

47
導薇

`屁

杉

ノ
木
平
遺
跡
と
児

の
宮
遺
跡

（昭
和
四
六
年
）

癬
一頴

1‐ |メ

ェ秦轟

1.杉 ノ木平遺跡 (斜坑 11事前)

″

:|:)ド
´
 タ

‐、ホ=壼
事

ヽ■11
十11絆春

2.朝 日杉 と児の宮遺跡



蹴
●
摯
　
・

、．
　
』
、

写
図
４８
　
児

の
宮
遺
跡

の
遊
歩
道
と
園
原

の
集
落

,

l=等l辣:「

・
意

機結絲霧褥熱森1鰈
||■溶案|



写
図
伯
　
網
掛
峠
と
山
道



貯図8 駆薫当(ハ。国砥・韓曇当嶼馴
′

習興総N世

126



′′j:

1劇

「 ll

ノ
一脇
ド
賀
一＝赫

‘―
‐
，

日
ヽ

川
「
ｌ
И
り
Ｌ
に

,V[｀ズ1鰍
本
沢
”

の
平
場
ｔ
衛
＝

ヽ

魏 1
′′

′`

〆夕|

を∠li

ル留
一
｛
´
ヽ疵 i

l{)数 ll υ)イ |1祥

12,



駆薫∃Ш駆壇く,p olBIR坦 馴

O・B‐斗 ◎ 卜叶 〇 遅螂

③ 肛田 (匡伽豪翠製製|=ROX田製車卜)

◎ 山1彙 ◎ 型卜≪吐 〇 ‐B《皿編lEl埋

貯図圏 熙薫製騨網(lp O IECR嶼馴

128

旧∃ (5田撻||1腱)(19旧R掏馴ね

O輝鵬∃ 〇 韓騒∃ 〇 相〔議∃

OS黙 駕製 ◎・B‐絆 (K雲|く興墨)

◎ 翌薫当 ◎ 彙緊当 (■理)

O終 IL墨 (宜榊孫響恨製)

○ 宣尿=
○ 駆薫∃



写
図
５３
　
中
平
の
集
落
と
大
垣
外
遺
跡
調
査
地

t・

129

重機の奥、諏訪明神社



一薫

一一一
」・い

写
図
５４
　
大
平
神
社
と
富
土
石

ぶ
ｔ
　
‐

Ｌ
Ｆ

嗜

７
一一
Ｌ
電
螂
一
出

130



写
図
５５
　
川
畑
遺
跡
と
阿
知
川
ｏ人
沢
川
合
流
地
点



。
Ю
ミ
£
豪
司
型
≡
ζ
く
Ц
＜
せ
さ
∧
や
専
Ｎ
Ｃ
９
“
ｔ
）
〓
ζ
Ｉ
裂
吾
К
む
判
峯
習
や
∃
燕
翼
０
ミ
田
迷
≦

貯図隅 ≦き田(10駆薫∃嶼馴



写
図
５７
　
駒
場
方

‐―――
か
ら
網
掛
山
遠
望

阿知|。 人沢川合流点付近から卜14。 人hi外 (矢印)‖」掛峠遠望

駒場の (り
}那街道跡 (手前)か ら曽山・網掛峠を望む (伊 那仕i道渡河点 )



（製
腰
響
い
尿
匡
）
Ｓ
Ｌ
終

Ｏ
　
Ｓ
興
く
即
Ｋ

③
　
当
ｎ
駆

ｏ

馴
坦
墨
廻
く
即
Ｋ
０
４
判
ｔ

当
墨
量

⑤
　
∃
躊
髄

〇

（Ｓ
興
Щ
Ｉ
）
郷
肛
駒
匡

眸図錦 重榊嘔邸

134

(■Щ廻墨)=用 (ハ。K駅|く

'製

墨嶼馴



写
図
５９
　
発
掘
調
査
風
景ミ

一

暑
ど

絋 ・
デ 1・ す



写
図
６０
　
現
地
見
学
会

一
ド
饉
彎
、
１

・へ
， 一、」

一

‐
蒙

愚

／
０



写
図
６‐
　
発
掘
調
査

に
参
加

（阿
智
第
．．
小
）

『
く

”

ｉ

４

ヽ
一
３́
一

・　
　
い
・ヽ‐、
、

＼

一

ヽ
＼

・
1:ヽ、

1

t ・゙̂、



ヽ

こヽ

さ
ゃ

ヽ

ヽ
　

　

　

　

　

　

　

　

¨
・
　

　

　

ヽ

写
図
６２
　
縄
文
時
代

の
Ｌ
器
が
出
た

凝ハ.

ギ■ ‐ヽ=

:選 |一鮮

゛ ド、■|、

138



写
図
６３
　
阿
智
第
二
小
学
校
の
東
山
道
探
訪
０

〈東山道探索〉 (矢平～園原インター)

① みんなで暑い中歩きました。
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運ばれこばれ落ちたものと推測できます。この道が関西から関東へぬける重要な道であったことが考え

られます。
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